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平野復興大臣と佐藤福島県知事が出席
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　「ふくしまへの帰還と再
生」をメーンテーマに 10
月 6 ～ 8 日の 3 日間、福
島市の福島駅西口にある複
合施設「コラッセふくしま」
を主会場に、2012 年度の
日本災害復興学会福島大会
が開催された。最終日の大
会記念公開シンポジウムで
は、福島県の佐藤雄平知事
を来賓に迎え、平野達男復
興大臣が基調講演に登壇す
る、という学会としてはき
わめて異例のプログラムと
なり、メディアなどの注目
を集めた。
　初日はエクスカーショ
ン。討議に入る前に被災地
の現状を、それぞれの目で
確かめようとの考えから、
郡山から帰村が始まった
川内村へ向かう南回りコー
ス、飯舘村から相馬・南相
馬の計画的避難区域などを
視察する北回りコースにほ
ぼ定員いっぱいの学会会員
たちが参加した。2日目は

「復興人材」「復興まちづく
り」「広域避難」「生業・生
活再建」の 4 つの分科会
にわかれ、活発な討論が展
開された。報告者の中には
「福島住みます芸人」や避
難中のお母さんと子どもた
ちも参加するなど、復興学
会らしい被災地に寄り添っ
た集いとなった。
　最終日のシンポでは、冒
頭、挨拶に立った佐藤知事
は「原子力に依存しない安
全・安心な福島をつくる」
として、復興学会の「知恵、
計画、考えをお聞きし、政
策に反映させていきたい」
と期待を語った。平野復興
大臣は基調講演で「避難さ
れているみなさんの帰還を
果たすには、原発のプラン
トを安定させること、除染
をしっかりやること、農林
水産業や観光業を復興させ
るため、風評被害と戦っ
ていかなければならに」と
し、「復興学会の成果を復

旧・復興の施策に生かして
いきたい」と述べた。パネ
ル討論では、東京電力福島
第一原発事故で役場ごと避
難している浪江町の馬場有
町長、噴火災害で全島避難
を経験した東京都三宅村の
平野祐康前村長、郡山市に
ある被災者支援拠点「おだ
がいさまセンター」の天野
和彦センター長、被災地の
取材を続けるNHK制作局
の迫田朋子ディレクターが
パネリストして登壇、東電
の賠償問題やセカンドタウ
ンの建設、被災者と専門家
をつなぐ場づくりなどをめ
ぐって意見が交わされた。
　2013 年度の大会は、関
西に戻り、大阪府高槻市の
関西大学高槻ミューズキャ
ンパスで開催される。

平野大臣（左）と佐藤知事（右）
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　福島大会を締めくくる公
開シンポジウムは「ふくし
まへの帰還と再生」をテー
マに、4人のパネリストを
迎えた。東京電力福島第一
原発事故で役場ごと避難し
ている浪江町の馬場有町
長、噴火災害で全島避難を
経験した東京都三宅村の平
野祐康前村長、郡山市にあ
る被災者支援拠点「おだが
いさまセンター」の天野和
彦センター長、被災地の取
材を続けるNHK制作局の
迫田朋子ディレクター。福
島大学の鈴木浩名誉教授
をコーディネーターに、広
域避難の現状と課題を見つ
め、暮らし再建、地域再生
への道筋を探った。
　約2万千人の浪江町民は
全国に避難し、3分の 1が
福島県外で暮らす。役場は
二本松市に移った。東電や
政府からの情報がまったく
ない中で住民は避難を繰り
返し、その過程では高齢者
の関連死が相次いだ。
　馬場町長は、政府の情報
公開の姿勢を「私どもを人
間と思っていない」と厳し
く批判。賠償や除染、住民
の健康管理など長期にわた
る問題で国が責任を持つよ
う強く求めた。
　町の再生は、2014 年 3
月までの短期目標として、
上下水道などのインフラを
はじめとする社会基盤の復
旧を掲げる。震災から 10

年間を長期的な復興期間と
位置付け、その間には町外
コミュニティー（仮の町）
の形成も含めた町民の生活
再建支援に取り組む。
　馬場町長は「避難先では
必ずしも温かい目で見られ
ているわけではない。『わ
れわれの町には来るな』と
いうはがきも来る。避難先
の自治体と連携しながら、
その地域にとけ込める政策
を打ち出していきたい」と
話し、町外コミュニティー
は集約型ではなく分散型で
整備する考えを示した。
　三宅村の平野前村長は、
2000 年 9 月から 4年 5カ
月に及ぶ全島避難の経緯
と、その間の住民支援策な
どを報告した。島民は全国
に避難し、その多くが都内
の公営住宅に入居した。生
活が落ち着くにつれて一時
帰宅の要望が強くなり、有
毒な火山ガスから身を守る
ことのできる宿泊施設「ク
リーンハウス」を島内に整
備。互いに連絡を取り合う
ための島民電話帳、島民ふ
れあい集会などでつながり
を維持し、帰島後の地域再
生に備えた。
　ただ、島内には現在も火
山ガスで居住が制限されて
いる地域があり、「今も復
興のさなかにある」と平野
前村長。長期避難の経験を
福島県の自治体に伝えるな
ど、被災地支援の活動を続

所となったビッグパレット
ふくしまに県職員として入
り、郡山市の仮設住宅内に
センターを開設するに至っ
た経緯などを報告した。
ビッグパレットには、原発
事故で避難した富岡町、川
内村の住民を中心に最大で
約2,500人が身を寄せ、当
初はノロウイルスの蔓延な
ど多くの問題を抱えた。天
野氏は阪神・淡路大震災や
新潟県中越地震で活動した
支援者に学び、避難所の自
治、交流の重要性を痛感。
避難所の中に、今のセン
ターの前身となる仕組みを
つくり、避難者自らが交流
の場づくりやFMラジオ局
の運営などにかわるように
なった。
　その仕組みを引き継ぎ、
生活支援拠点として誕生し
たのが現在のセンターだ。
仮設住宅の住民に限らず、
借り上げ住宅に住む人や県
外避難者も含め、支援を続
けている。中でも、力を入
れているのが「命を守る取
り組み」として進めている
「被災者支援管理システム」
の構築。タブレット端末を

利用して被災者の情報や生
活状況などを把握し、効果
的な見守りの体制を作り上
げようとしている。もう一
つ、重視しているのが「生
きがいと居場所を作る取り
組み」。草木染めの工芸品
などをつくる工房をすでに
立ち上げた。
　放送局の立場から被災者
を支えようと試みる迫田さ
んは、被災者と復興の専門
家らが話し合う場をつく
り、番組化している。
　浪江町民が三宅島の長期
避難の経験を聞いた番組で
は、クリーンハウスの話に
参加者が目を輝かせた。町
民たちは「待ち疲れた」「県
外に逃げて申し訳ない」な
どさまざまな思いを抱えて
参加したが、互いに意見を
出し合う中で「全国にいる
町民に浪江の観光大使に
なってもらえば」などさま
ざまな提案が出てきた。迫
田さんは「番組で感じるの
は、人の力を信じるという
こと。思いや状況はばらば
らでも、皆いろいろな力を
持っている。場を作ること
で知恵が集まる」と話した。

公開シンポジウム

「ふくしまへの帰還と再生」
けている。
　「おだが
いさまセン
ター」の天
野センター
長は、福島
県内最大規
模 の 避 難
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分科会　～全体報告から

①「復興人材」話題提供者
は 22 歳から 33 歳という
若い人たち。8人中 3人が
Uターン組、5人は東北に
縁もゆかりもなかったが、
それぞれの思いで震災を契
機として東北に結びついて
いった。その中には「福島
住みます芸人」お笑いの 2
人も。お互いの活動を知る
ことの意味を再認識できた
場となった。復興の中で活
動の広がりが今後の課題。

②「復興まちづくり」宮城

県気仙沼市、女川町、岩手
県山田町の実務者の取り組
みが報告された。合意形成
における情報の出し方、事
業が広域ゆえの作業量の多
さ、復旧感ないまま復興の
段階へ行かざる得ない津波
被害の課題。復興基金のあ
りかたも討議された。

③「広域避難」今回は原
発の広域避難に話題をし
ぼった。避難者同士のネッ
トワークを構築しているグ
ループと、それらを支援す

路の教訓として「戻りたい
けど戻れない」人たちの
フォローとシステム構築の
必要性が提起された。

④「生業・生活再建」復興
グッズ製作など雇用の別
の機能があり、セラピーと
しての雇用という側面に注

目。被災者支援と雇用創出
を同時におこなう試みが紹
介された。今後は持続可能
なビジネスにどう結びつけ
ていくかが課題であり、起
業には行政支援が必要。被
災地での賃金高騰による人
材確保の困難さなど実情が
明らかに。

る活動が抱える
課題があらわに
なった。実態把
握の困難さと、
個人情報の壁。
三宅、阪神・淡

　エクスカーションの A
コースは、原発事故で全域
が警戒区域となった富岡町
の住民らが暮らす郡山市の
仮設住宅、2012 年 2 月か
ら帰村が始まった川内村な
どを訪問した。
　仮設住宅では、地域の交
流の場として設置されてい
る「おだがいさま（お互い
さま）センター」を見学し、
住民と意見交換。センター
では多くの講座や催しが開
かれているほか、臨時 FM
局もあり、暮らしを支える
拠点として根付いている様
子がうかがえた。
　川内村では猪狩貢副村
長、井出寿一復興対策課長

らから村の現状について聞
いた。約 2,800 人の村民
のうち村に完全に戻ったの
は 1 割強で、村を主な生
活拠点としている人を含
めても約 3割にとどまる。
除染、雇用、教育や商業施
設の復興など、山積する課
題を抱えながら新たな村の
姿を模索する職員や住民の
声に多くを学んだ。

◆
　Bコースは、飯舘村と相
馬市内の仮設住宅などを訪
問した。
　案内役は村民の渡邊守男
さんと福島大学うつくし
まふくしま未来センターの
佐藤彰彦さん。平成の大合

併でも自立の
道を選んだ飯館
村は、「までい」
=手間ひま惜し
まず、心地良
いの意 = な暮
らしを村挙げて
つくり上げてき
た。それが震災
を境に一変。村
民はばらばらに
なり、分かれて
暮らす家族も多

エクスカーション
福島県内2コースで

避難住民、自治体職員らと意見交換

団に実情を訴えても、いつ
もそれきり。何も改善しな
い」。住民のこうした悲痛
な声に私たちはどう応えら
れるのか̶との思いが募っ
た。

分科会報告で「福島住みます芸人」の物
まねをする復興学会会員

いため、世帯数は避難前の
1.8 倍に膨らんだ。
　仮設住宅での住民との対
話は、予定時間を大幅に超
えた。「先が見えないこと
が一番つらい」「どの訪問

避難解除された川内村のそば屋さん。店主
から説明を聞く学会会員たち（Aコース）

飯館村で道ばたの放射線量を計測する復
興学会会員（Bコース）
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　2012 年 9 月 7 日～ 8日
気仙沼、女川にて車座トー
クを実施しました。東日本
大震災の被災地で開催する
車座トークとしては、昨年
夏に実施した連続車座トー
ク以来 2度目です。
　気仙沼での車座トークは
一般社団法人気仙沼復興協
会の事務所をお借りして、
協会側からは主に事務所の
スタッフやその関係者ら 9
人が、復興学会からは中林
一樹副会長をはじめとし
て 6 人が参加。その他オ
ブザーバーとして現地の支
援団体の参加もあり、主に
被災地の雇用復興の問題、

なっている、といったこと
が話題となりました。
　東日本大震災の津波被災
地の現場で車座トークを
行ったのは今回が初めてで
すが、経済復興が進まない
理由も、その背後には復興
計画や高台移転、資金調達、
風評被害などなど、様々な
問題が重層的に関わってい
ます。それらを解きほぐし

ながら、具体的な復興に向
けた解決策を現地の人々と
ともに考えていくことは、
今後学会にとって重要な活
動になると改めて感じた次
第です。来年も引き続き同
様の企画を行いたいと思い
ますので、多くの会員の皆
様のご協力をお願いいたし
ます。
（企画副委員長 永松伸吾）

気仙沼・女川で
車座トークを実施しました

とりわけ緊急雇用創出事業
が終わった後の雇用の問題
や、専門家が不足し高台移
転に向けた合意形成が進ま
ないといった問題について
意見が交わされました。
　翌日行われた女川での車
座トークは、女川町復興連
絡協議会の方々 3 名を囲
んで、現地での商業復興に
ついての議論が行われまし
た。①住宅と異なり商店の
復興に対する公的支援には
限界があること、それでい
て ②復興基金が十分活用
されていないこと、③宿泊
施設が現時点で女川にない
ことが人々を集める制約に

　学会では、株式会社
シノドスと朝日新聞社
WEBRONZA が企画した、
東日本大震災からの復興に
向けた知の集積と発信を目
的としたWEBサイト『復
興アリーナ』の運営に協力
することとなり、学会会員
らによる復興に関する論説
の配信を行っております。
　このサイトは 2012 年 7
月から本格的に運用が開始
され、すでに多数の記事が
アップされておりますが、
特に復興学会会員による論
説は「Revival ～震災から
の再生に向けて～」という

日本災害復興学会会員が
論説を配信しています
SYNODOS×朝日新聞社WEBRONZA『復興アリーナ』

経験や現場感覚に基づくも
のが中心で、良質な言論メ
ディアとしての評価が固ま
りつつあります。
　とりわけ、WEB メディ
アという特性から ①時々
の復興に対してタイムリー
な発信を行い多数の読者を
獲得することができる ②
字数の制約がなく書きたい
だけ書ける ③ネット上に
記事が残ることで、復興に
関する知識のデータベース
としての役割も果たせる、
といった様々なメリットが
あります。
　こうしたメディアへの記

事配信を通じて、復興学
会としての社会への知的貢
献を果たすと共に、本会の
プレゼンスが高まることを
願ってやみません。
　なお、10 月に開催され
た学会大会の様子や、9月
に開催された車座トークの
内容なども、順次『復興ア
リーナ』に掲載される予定
です。また、記事も募集し
ておりますので、執筆を希
望される方がおられました
ら、企画副委員長の永松ま
でご相談下さい。また、こ
ちらからもお声掛け致しま
すので、その際にはどうか
ご協力下さいますようお願
い致します。
『復興アリーナ』
http://fukkou-arena.jp
（企画副委員長 永松伸吾）

コーナーでまとめられ、す
でに 10 本を越える論説が
掲載されるなど、同サイト
のメインコンテンツの一つ
を占めております。
　同サイトに掲載された記
事は、すぐにツイッターな
どのソーシャルメディアを
通じて多数の人々に届けら
れ、閲覧されます。これま
でに論考を掲載した著者ら
によれば、「反響が大きい」
とのこと。
　同サイトに掲載される論
考は、単なるエッセイで
はなく、学術的な根拠に基
づくもの、実務家の確かな
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◆広域避難者への訪問支援活動を

◆仮設住宅1年6ヶ月

とちぎ暮らし応援会 運営委員 君嶋福芳

阪神高齢者・障害者支援ネットワーク 理事長 黒田 裕子

　東日本大震災の被災地で
は避難者の方々への支援
のため、多くの生活支援員
を配置していますが、その
多くは仮設住宅の支援にと
どまっています。また、広
範囲に避難されている方々
の「みなし仮設」に対する
支援員の訪問はごく一部に
限定されています。それで
なくとも周囲に知人や相談
できる人がおられない避難
者の方々は、孤立感を深め
ることとなります。栃木県
内に避難されている方々へ
のアンケートでは、「今住
んでいる地区で知人や相談

できる人がいない」と答え
た方は 6割もおられ、1年
前の結果とほぼ同じ数字と
なっています。新しいコ
ミュニティへ溶け込めきれ
ない姿が浮かんできます。
故郷を離れ、場合によって
は家族が離ればなれになっ
た生活で、身体と心の平常
を失ってしまうことを食い
止めるためにも、広域避難
者への支援をきちんと進め
ることが必要です。
　避難の長期化が避けられ
ない中にあって、阪神淡路
大震災後の「孤独死」の教
訓をきちんと受け止め、制

度化し、地域としての取り
組みを広げていくことが求
められているのではないで
しょうか。
　栃木県内で広域避難者を
支援するために立ち上げ
たネットワーク組織「とち
ぎ暮らし応援会」では、避
難者の方を訪問支援員とし
て雇用し、栃木県から避難

世帯に関する情報の提供を
受け、個別の訪問支援活動
を展開しています。そこに
は重篤なケースもあります
が、避難者の方々の生活再
建のためにも、できうる限
り継続したいと考えていま
す。このような取り組みが、
他の地域にも拡大していく
ことを期待しています。

　今年も雪の便りが各地か
ら届き、気仙沼市面瀬中学校
仮設住宅の敷地もうっすら
白いもので覆われる日が見
られるような季節になった。
　仮設住宅生活が始まって
1年 6ヶ月。筆者たちは避
難所からずっとご一緒の方
達もあるので、長～いお付
き合いになっている。被災
地支援と文字はたいそうだ
が、仮設住宅の住民の皆様
が受け入れてくださらなけ
れば、今の活動は実現しな
いのである。筆者達はその
意味を踏まえ人間として向

き合うなかでとても良好な
関係の中で、面瀬仮設住宅
およびその近辺の住宅の見
守りを継続させていただい
ている。
　仮設住宅の方々がある
種、極限状況のなかで生活
しておられることは、ここ
に改めて記述する要も無い
ことであるが、住民の方々
の生活ぶりは当初の「被災
者」から普通の生活感覚
を取り戻しているように思
う。それは、筆者たち支援
者への心遣いに表れたり、
住民同士の会話や行動に表

れている。
　人は日々のくらしのなか
で、他者に何かしてあげた
い、他者の役に立ちたいと
いう気持ちを根っこに持っ
ているものだ。そうした表
現を感じ取った時には無性
に嬉しい。厳しい生活環境
の中では、辛く悲しいこと、

震災当日の辛い思い出など
こらえていることも多い。
筆者たちはそうした何層に
も重ねられた日常生活感覚
に戻っていっている被災地
の皆様と暮らしを共にしな
がら復興の長い道のりの一
端を歩んでいきたいと考え
ている。

集会室にて、和気藹々にものづくりに励む人々

訪問支援の検討会議の様子
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◆入会 =カッコ内は所属
▽坂口奈央▽牧野裕至（（株）
社会安全研究所）▽豊田祐
輔（立命館大学立命館グロー
バル・イノベーション研究
機構）▽平野幸夫（一般社
団法人日本損害保険協会生
活サービス部安全安心推進
グループ）▽杉田峻介（最
高裁判所司法研修所）

◆異動 =新所属（旧所属）
名前。敬称略。
▽東京海上日動あんしんコ
ンサルティング株式会社 ラ
イフプランニング事業部 課
長（東京海上日動火災保険
（株）仙台支店古川支社 支
社長代理） 吉田澄弘▽一般

社団法人 日本損害保険協会 
生活サービス部安全安心推
進グループ 生活サービス部
次長兼安全安心推進グルー
プリーダー（社団法人 日本
損害保険協会 中国支部 事
務局長）齋藤健一郎▽首都
大学東京 都市システム科学
域 准教授（首都大学東京 
助教）市古太郎

◆理事会・総会 
◇日本災害復興学会理事会
（2013 年 1 月 12 日 11 時
～14時30分）上ヶ原会場 :
関西学院大学大学院1号館
1階会議室 1、東京会場 :
東京丸の内キャンパステレ
ビ会議室、議長 :室﨑益輝・
会長、司会 : 荏原明則・総
務委員長
◇ 2012 年度日本災害復
興学会総会（2013年 1月
13日 9時 30分～12時）、
関西学院大学上ヶ原キャン
パスF号館102教室、議長 :

　食べきれないほどの海の
幸が漁師民宿で出され、マ
チの中心部は自営業の店舗
兼住宅が並ぶ。震災前の東
北太平洋沿岸は、人々の穏
やかな営みがあった。
　津波被害を受け、ある民
宿経営者は続けるかどうか
悩む。国の防災集団移転促
進事業が高台の移転先で営
業を認めないためだ。東日
本大震災で「公共的な施設」
は移転対象になったが、生

に聞いても「前例がない」
との答えだけだ。
　運営していた介護施設が
津波で流された女性は、集
団移転先で再建したいと願
う。迅速な避難で津波から
全利用者を守った。「新し
いマチで再び高齢者を支え
たい」と行政に要望するが
「生業」扱いで、いい返事
がない。福祉の視点は不可
欠だと思うのだが。
　被災した家電販売業者は
「自宅と店の 2棟建てるの
は無理」と肩を落とす。自
宅兼店舗が多いのに防集で
分離を余儀なくされる。広

範な被災地への防集一律適
用に無理がある。生活と生
業が共存する新制度か、防
集に固執するなら弾力的な
運用に踏み切るべきだ。
　何かおかしいと多くの人
が思い始めている。目の前
に 10メートル以上の防潮
堤がそびえることになる別
の民宿経営者は「『さびし
い。海が見えなくなる』と
娘が作文に書いた」と声を
詰まらせた。だが用地買収
費が懐に入る長老地権者の
前で声を上げにくいとい
う。無力感を抱かせながら
事態が進んでいく。

業は対象外。国は「民宿
がいいなら八百屋もOKと
なってしまう」との姿勢だ。
マチに八百屋があっていい
のでは……
　三陸の観光は、素朴なも
てなしの民宿が支える面が
大きく、公共性があるとの
解釈もできる。「災害危険
区域に民宿、高台に自宅な
んて、資金的にも宿泊施設
の倫理上もできない」。高
台で併設できないか自治体

消息
室﨑益輝・会長、司会 : 荏
原明則・総務委員長。主な
議題 :役員改選（途中・新理
事会を並行して進めます）

◆出版・刊行 
▽『これからも続く大災害
に備えて 減災』（一般社団
法人「減災・復興支援機
構」）定価315円。申し込
み は、info@gensai-f.net
へ※「減災」の特徴は、震
災発生から1カ月の被災生
活を克明に記述してもらっ
た体験日記です。被災して
しまうといかに大変なのか
ということを感じていただ
けます。 後半部分は、避難
所のこと、法律的な支援な
ど知っておくべき事柄をま
とめました。 さらなる減災・
防災活動にお役立ていただ
ければと思います。（同機構
のホームページから） ▽『東
日本大震災 復興の正義と倫
理 検証と提言』（塩崎賢明・

西川榮一・出口俊一・兵庫
県震災復興研究センター
編）クリエイツかもがわ発
行、定価 2200 円 + 税※
18年前の阪神・淡路大震
災の被災地では、いまなお
「復興災害」が進行してい
る。被災地の生活・住宅再
建・人間復興のためには何
が必要なのかを比較しつつ、
東日本の被災地復興への論
点とメッセージを送る（同
書の帯から）

◆催し
▽関西学院大学災害復興制
度研究所2013年復興・減
災フォーラム 1 月 12 日
15時～18時 30分 =全国
被災地交流集会「みんなで
考えよう 原発避難のこれか
ら」・13 日 13 時～ 17 時
30分 =シンポジウム「一
人ひとりに『守るべきもの』
がある社会へ～災害復興と
社会的包摂」

何かおかしい
共同通信仙台支社 所澤新一郎


